
東日本大震災からの

復興土地区画整理事業の記録
（概要）



　平成23年3月11日、大地震と巨大な津波を発

生させた東日本大震災は、多くの尊い命と大切

な財産を一瞬にして失わせ、我が国にとって未

曾有の被害をもたらしました。

 特に岩手、宮城、福島の東北3県では、巨大な

津波によって沿岸部の街や集落が壊滅的な状

況となり、市街地の復興と被災住民の生活再建

が急務となりました。

 そこで、東北3県の被災21市町村では、この津波被害に対して、合計

約1,900haの土地区画整理事業が施行され、市街地復興と生活再建

において大きな役割を果たしてきております。

　令和２年度末は、発災から10年にあたりますが、これらの土地区画

整理事業も全ての地区で換地処分が予定されており、被災市街地の

復興に一つの区切りを迎えることとなります。

 発災から10年間でこのような区切りを迎えられたことは、施行者であ

る被災市町村の方々の努力や国土交通省をはじめとする関係機関の

技術的・財政的支援の賜物であり、厚く御礼申し上げます。また、職員

を派遣された全国の地方公共団体、並びに事業受託などで関わった

UR都市機構、コンサルタントなど、本協会の会員を中心とした土地区

画整理事業に携わる方々の総力が結集された成果でもあります。

　残念ながら我が国では、災害リスクを抜きに生活することはできませ

ん。特に、今後予想される南海トラフ地震等による津波被害等も危惧

されるところです。今回の東日本大震災からの復興に携わられた会員

各位におかれましては、この経験を貴重な知見として各地域の復興

や事前復興に是非とも活かして頂きたいと存じます。本協会において

も、今後とも災害復興の土地区画整理事業に係る技術・知見の収集

や普及の継承を図り、安全な市街地形成に寄与して参る所存ですの

で、引き続きご指導、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

令和２年７月吉日  

公益社団法人街づくり区画整理協会

　　　会長　久元　喜造

（神戸市長） 
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